
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
１　

個
人
市
町
民
税
の
均
等

割
及
び
所
得
割
の
税
率
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
し
、
普
通
徴
収
の
納
期
に

つ
い
て
は
、
相
模
原
市
の
制

度
に
統
一
す
る
。

　

２　

法
人
市
町
民
税
の
均
等

割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
と
す
る
。
法
人

税
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

相
模
原
市
の
制
度
に
統
一

す
る
。
た
だ
し
、
合
併
年
度

に
限
り
、
不
均
一
課
税
を
実

施
す
る
。

　

３　

固
定
資
産
税
の
税
率
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
し
、
納
期
に
つ
い
て
は
、

相
模
原
市
の
制
度
に
統
一

す
る
。

　

４　

軽
自
動
車
税
の
税
率
及

び
納
期
に
つ
い
て
は
、
相
模

原
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

　

５　

事
業
所
税
に
つ
い
て

は
、
相
模
原
市
の
制
度
を
適

用
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
年

度
及
び
こ
れ
に
続
く
５
年

度
に
限
り
、
課
税
免
除
を
実

施
す
る
。

　

６　

都
市
計
画
税
の
税
率
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
し
、
納
期
に
つ
い
て
は
、

相
模
原
市
の
制
度
に
統
一
す

る
。
」

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
１９

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
相

模
原
市
の
制
度
に
統
合
す
る
。

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
診
療

所
管
理
運
営
事
業
は
、
現
行
の

ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。」

協
議
第
４
号

　

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

　

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
新

市
の
名
称
に
つ
い
て
、
「
相
模

原
市
」と
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

再
度
、
継
続
し
て
協
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
（
第
６
回

協
議
会
で
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
）

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

城
山
町
委
員　

相
模
原
市
の
歴

史
に
関
す
る
資
料
を
基
に
、

相
模
原
市
の
歴
史
的
背
景
等

を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
議
論

し
、
一
つ
の
方
向
性
を
出
し

た
い
。
継
続
協
議
を
お
願
い

す
る
。

相
模
湖
町
委
員　

相
模
原
市
の

戦
後
か
ら
の
歴
史
、
文
化
等

を
理
解
し
た
中
で
、
新
市
の

名
称
は
「
相
模
原
市
」
で
よ

い
。

津
久
井
町
委
員　

協
議
会
で
は
、

市
の
名
称
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
、
大
局
的
な
見
地
か

ら
実
質
的
な
協
議
を
す
べ

き
で
あ
る
。
任
意
協
議
会
で

は
、
「
相
模
原
市
」
で
行
く

べ
き
だ
と
思
う
。

相
模
湖
町
委
員　

住
民
参
加
と

い
う
面
を
考
え
、
公
募
と
い

う
形
で
協
議
し
て
欲
し
い
。

相
模
原
市
委
員　

合
併
協
議
会

が
民
意
を
反
映
す
べ
く
機

能
し
て
い
く
も
の
で
あ
れ

ば
、
新
市
の
名
称
に
関
し
て

は
、
公
募
の
実
施
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。

津
久
井
地
域
委
員　

住
民
意
識

の
高
揚
、関
心
を
深
め
る
た
め

に
も
、公
募
を
お
願
い
す
る
。

相
模
湖
町
委
員　

名
称
に
つ
い

て
は
、
十
分
価
値
分
析
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

小
林
副
会
長　

住
民
の
関
心
を

高
め
る
た
め
、
公
募
の
方
法

を
議
論
す
る
価
値
が
十
二

分
に
あ
る
と
思
う
。

天
野
副
会
長　

な
ぜ
「
相
模
原

市
」
で
は
い
け
な
い
の
か
を

根
拠
に
も
っ
て
議
論
し
、
円

満
に
結
論
が
出
る
よ
う
努

力
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。

溝
口
副
会
長　

合
併
す
る
に
は

期
限
と
到
達
点
が
あ
る
。
そ

こ
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
皆
さ

ん
か
ら
出
た
意
見
を
尊
重

し
、
結
論
を
出
す
こ
と
だ
と

思
う
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
一
言

吉
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

都
市
を

作
っ
て
き
た
歴
史
を
尊
重
、

重
視
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
で
あ
り
、
合
併
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
公

募
を
行
う
こ
と
と
は
基
本
的

に
重
み
が
異
な
る
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
。
合
併
へ
の
関

心
を
高
め
る
方
法
は
他
に
も

あ
る
。

辻
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

多
数
の
住

民
は
、
現
在
の
自
分
の
市
町

名
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
と

思
う
。
ま
た
、
比
較
的
同
規

模
の
自
治
体
同
志
の
合
併
の

際
に
、
公
募
と
い
う
方
法
が

と
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
公
募
を
実
施
し
た
場

合
も
、
新
市
名
候
補
の
複
数

列
挙
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多

く
、
最
多
数
名
称
を
新
市
名

と
し
て
採
用
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
協
議
会
審
議

で
一
つ
に
絞
る
。
従
っ
て
、

相
模
原
市
や
さ
が
み
市
と
有

力
候
補
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
現
在
、
あ
く
ま
で
も
協

議
会
審
議
が
重
要
で
あ
り
、

実
質
的
に
は
、
改
め
て
公
募

を
す
る
必
要
は
な
い
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
１３

　

慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

協
議
第
４
号
「
新
市
の
名
称
」

が
継
続
協
議
と
な
り
、
こ
れ
に

関
連
す
る
協
議
項
目
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
し
て
協
議
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
第
６

回
協
議
会
で
原
案
ど
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
）

「
１　

市
章
は
、
相
模
原
市
の

も
の
に
統
合
す
る
も
の
と
す

る
。

　

２　

市
の
花
、
木
、
鳥
及
び

色
は
、
相
模
原
市
の
も
の
に

統
合
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
合
併
に
よ
り
改
定
の

必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
新
市
に
お
い
て
検
討
す

る
も
の
と
す
る
。

　

３　

市
民
憲
章
、
市
民
憲
章

以
外
の
憲
章
及
び
宣
言
並
び

に
市
の
歌
は
、
相
模
原
市
の

も
の
に
統
合
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
合
併
に
よ
り

文
言
が
新
市
の
実
情
に
そ
ぐ

わ
な
く
な
る
も
の
な
ど
に
つ

い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新

た
な
制
定
、
修
正
等
を
検
討

す
る
も
の
と
す
る
。
」

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
１８

　

地
方
税
の
取
扱
い

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
提
案
さ
れ
、
原
案

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

津
久
井
町
委
員　

国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
の
定
数
は
増

員
さ
れ
な
い
の
か
。ま
た
、公

平
を
期
し
た
場
合
に
、
選
出

構
成
委
員
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
民
部
会　

定
数
や
委
員
の
選

出
方
法
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
検
討
す
る
。

津
久
井
町
委
員　

人
間
ド
ッ
ク

は
、
対
象
者
が
相
模
原
市
の

制
度
対
象
の　

歳
以
上
と
な

４０

っ
て
い
る
が
、
早
期
発
見
と

健
康
保
持
、
或
い
は
医
療
費

の
高
騰
を
事
前
に
防
ぐ
点
か

ら
、
対
象
者
が　

歳
以
上
に

３５

な
ら
な
い
の
か
。

市
民
部
会　

相
模
原
市
で
は　
３０

歳
代
を
対
象
に
健
康
診
査
委

託
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の

で
、
人
間
ド
ッ
ク
は　

歳
以

４０

上
を
対
象
と
し
た
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
２０

　

介
護
保
険
事
業
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
提
案

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

「
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
合
併
時
に
相
模
原

市
の
制
度
に
統
合
す
る
。
」

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

津
久
井
地
域
委
員　

「
介
護
保

険
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体

制
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
な

特
性
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
が
進
出
し
に
く
い

状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
維
持
・
向
上
対
策
に
は

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
は
、
公
的
な
面
で

力
を
入
れ
る
と
い
う
考
え
な

の
か
。

保
健
福
祉
部
会　

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
体
制
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
の

で
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
調

整
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
で
き
れ
ば
民
間
事
業
者

が
進
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
民
間
事
業
者
の
説
明
会

等
に
よ
り
促
進
対
策
を
図
る

必
要
も
あ
る
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
２１

　

保
健
衛
生
事
業
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

保
健
衛
生
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
提
案
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

「
保
健
衛
生
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
相
模
原
市
の
制
度

に
統
合
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
一
部
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
は
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
、

現
行
の
ま
ま
存
続
す
る
。
」

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

相
模
湖
町
委
員　

３
町
は
保
健

所
業
務
を
神
奈
川
県
が
行
っ

て
い
る
が
、
合
併
後
、
ど
う

な
る
の
か
。

保
健
所
部
会　

相
模
原
市
は
保

健
所
業
務
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
合
併
し
た
場
合
に
は
３

町
の
保
健
所
業
務
に
つ
い

て
、
神
奈
川
県
か
ら
移
管
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
現

在
、
神
奈
川
県
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
２２

　

使
用
料
、
手
数
料
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

使
用
料
、
手
数
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
提

案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
１　

施
設
等
の
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
も

の
と
す
る
。

　

２　

道
路
、
河
川
等
の
占
用

料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
相
模
原
市
の
制
度
に
統
一

す
る
も
の
と
す
る
。

　

３　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
相
模
原
市
の
制

度
に
統
一
す
る
も
の
と
す

る
。」

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

協
議
第　

号
２３

　

補
助
金
、
交
付
金
等
の

　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
提

案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の

経
緯
、
実
情
等
に
配
慮
し
て
次

の
と
お
り
調
整
す
る
も
の
と
す

る
。
な
お
、
義
務
的
補
助
金
を

除
く
全
て
の
補
助
金
、
交
付
金

等
に
つ
い
て
、
合
併
後
に
お
い

て
も
補
助
効
果
等
を
踏
ま
え
て

見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

１　

同
一
又
は
同
種
の
団
体

・
事
業
等
に
対
す
る
補
助
制

度
は
、
統
合
の
方
向
で
調
整

を
図
る
。

　

２　

各
市
町
独
自
の
団
体
・

事
業
等
に
対
す
る
補
助
制
度

は
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
当
面
現

行
制
度
を
認
め
る
が
、
市
域

全
体
の
均
衡
を
保
つ
よ
う
に

原
則
３
年
以
内
を
目
途
に
調

整
を
図
る
。」

　

�
�
�
� 
� 
�
�
�
�

報
告
事
項

　

次
の
項
目
に
つ
い
て
、
各
検

討
委
員
会
委
員
長
、
事
務
局
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。


